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Table1. 予測される職業ストレスの因子分析（プロマックス回転） 
質問内容 因子 1 因子 2 因子 3 因子 4 
人生に希望が持てない  .78 
       
孤独を感じていることが多い  .71 
       
引っ込み思案なほうである  .55 












     
仕事のやり方が不適切 
    
 .56 
   
職場で自分に何を期待されているかわからない 
    
 .52 
   
息が切れやすい 




      
 .45 
 
回転後の負荷量平方和 3.14   2.49   2.33   2.11   
因子間相関 
        
因子 1 
        
因子 2  .23 
       
因子 3  .11 
 
 .19 
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